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研究成果の概要（和文）：高次脳機能障害や精神障害などの障害名が与えられた人々(the Communication Challenged;
 以下CC)と精神医療現場の人々(医師、看護師、作業療法士、家族など)が相互の〈やりとり〉を多相化することを通じ
て、参与者全員が共に障害や困難に向き合える開かれた関係性を再構築することを試みた。多相的コミュニケーション
の実践として、(1)リエゾンカンファレンスや近隣施設同士のケーススタディなど様々な立場の者で同じ事例を検討す
る多声化(2)着物セラピーや就労模擬面接を通じた多様な役割取得を行う多重化を行い、新たな交流の場と役割取得の
場を構築した。

研究成果の概要（英文）：We developed the concept of Polymorphic Communication Intervention (PCI) in order 
to construct a newly "open" relationship between the Communication Challenged (CC), with higher brain dysf
unction or psychiatric disorder, and all the other participants in the field of mental health, including p
sychiatrists, nurses, occupational therapists, and CC's families, which enables them to share the communic
ative disabilities of CC as a collective matter. PCI consists of the following strategies: (a) establishin
g communicative polyphony, (b) multiplying social roles. For the purpose of composing the communicative po
lyphony, we have designed each setting of liaison conference in a rehabilitation hospital and of case disc
ussion among welfare facilities to effectively share different perspectives of medical or welfare experts.
 We also have multiplied social roles in CC themselves through the Kimono therapy and mock job interviews,
 designed to give chances for them to play different roles.
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１．研究開始当初の背景 
 従来の精神医学では、精神障害や高次脳機
能障害などの障害名が与えられた人々(the 
Communication Challenged; 以下CC)の抱え
る障害や困難をCC個人の疾患として捉え、精
神病院やリハビリ施設等の中でその疾患を治
療・緩和しようとする一元的アプローチが主
流であった。しかし、社会学者ゴフマンが指
摘するように、精神病院が一つの価値や意味
によって全面的に覆われている〈全制的施設〉
になる危険性が意識され始め、最近では日本
でも精神病院を中心とした精神医療から地域
ネットワークに根ざした地域精神医療へと変
革を遂げつつあるが、未だにその具体的な指
針は模索状態にあると言える。 
 一方、精神保健分野の先導国イタリアは、
「脱施設化」というスローガンのもと、1978
年の法律180号(通称「バザーリア法」)により
精神病院への新規入院を禁止し、病院から地
域へと医療の場の転換を推し進めてきた。
2000年には全土の公立精神病院閉鎖を達成し、
現在では総合病院内の精神科病棟を残すのみ
となっている。ここで注目すべきことは、こ
の精神保健改革が単に「精神病院の閉鎖」と
いう施策ではなく、治療・管理される対象と
してのみCCを捉えるという「画一的価値観の
解体」というパラダイム転換であったという
点である。精神科医バザーリアの問いは「精
神疾患の治療をどこでするか」ではなく、「苦
悩を抱えて生きるCCの人生にどう関わりどう
サポートするか」であった。 
 こうした背景から、本研究も、CCが抱える
問題を単にCC個人「内」の疾患と捉えるので
はなく、周囲の人々との「間」にある関係性
の問題として捉え直すという視座に立つ。CC
と精神医療現場の人々が無自覚に行っている
硬直したコミュニケーションを開き、彼らが
〈治療者―被治療者〉〈介護者―被介護者〉
といった限定された関係性を超えて、多様か
つ根源的な生を「共に」生きることを可能に
するコミュニケーション環境を構築すること
を研究の最終目標とする。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、CCと精神医療現場の人々
(医師、看護師、作業療法士、家族など)が相
互の〈やりとり〉を多相化することを通じて、
参与者全員が共に障害や困難に向きあえる開
かれた関係性を再構築することにある。具体
的には以下のアプローチに基づき多相的コミ
ュニケーション介入(Polymorphic 
Communication Intervention;以下 PCI)の実
践を行う。 
 
(1) 多声化: 既存の〈やりとり〉の場を、様々
な立場にある者が柔軟に出入りできる場に変

える。このことにより、単一の「声」(e.g.
医療の声) が支配的となっていた場に様々な
立場からの「声」を響かせることを可能にす
る。 
 
(2) 多重化: CCが様々な役割で参加する新た
な〈やりとり〉の場を創設する。CCにこれま
で付与されていた固定化された役割を相対化 
させるために、他の様々な役割(e.g.面接官、
講師、ゲストなど)で参加する新たな〈やりと
り〉の場を創設し、そうした複数の場で生じ
る多重の役割遂行を通して、他者との多様な
〈かかわり〉を獲得する機会を与える。 
 
(3) メタ認知化: 現在のコミュニケーション
環境における〈やりとり〉を録音・録画・日
誌などを通して記録し、それを視聴すること
を通して、自他の振る舞いやそこで生じてい
る関係性をメタ的にモニターする視座を与え
る。 
 こうしたコミュニケーションの多相化によ
って生じる参与者の関係性の変容がCCの抱え
る苦悩の治癒にとってどのような正負の効果
があるかを検討し、研究期間終了時には、地
域ネットワークに根ざした地域精神医療への
具体的指針として実用的なPCIプログラムを
公開する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法は以下である。 
(1) 多相的コミュニケーション介入 (PCI) 
の実践と関係性評価 
① 多相的コミュニケーション介入 (PCI)の
実践とデータ収集 (H23〜25年度)  
関東圏7施設において、PCI実践とデータ収集
を行う。PCI実践とは病院内デイケア室やグル
ープホームなどで、多声化、多重化、メタ認
知化を可能にする新たな場を創設することで
あり、のちの分析のためにこの試みを随時収
録する。 
② 心理評価尺度やカウンセリング技法を用
いた関係性評価 (H23〜25年度)  
PCI実践により生じるCCと他者との関係性を
箱庭療法、風景構成法などを用いて、参与者
が他者との関わりをどの程度感じているかを
評価する。 
 
(2) PCI分析とPCIプログラム立案 
① 相互行為分析/心理統計分析によりPCIに
有効なコミュニケーション変数選択 (H24〜
25年度)  
 会話の局所で生じている相互行為のミクロ
な様相を相互行為分析を通じ以下のようなコ
ミュニケーション変数を抽出し、(1)②で評価
する関係性に大きく寄与する変数を個人差を



配慮した一般化線形モデルなどの心理統計分
析により選択する。 
② 認知語用論分析によりPCI前後のコミュニ
ケーションモデルを構築 (H24〜25年度)  
(2)-① によって選択されたコミュニケーシ
ョン変数が関係性変容に対しなぜ有効なのか
を検証するために、多相的コミュニケーショ
ンを通じて主体内、主体間の変化がどのよう
に生じていくかというコミュニケーションモ
デルを構築する。 
③ PCIをより有効にするためのPCIプログラ
ムを立案・改案 (H24・25年度) 
研究(2)-①、(2)-②の成果をもとに、多相的
コミュニケーションを誘発する活動タイプや
参与者を導入するPCIプログラムを考案する。 
 なお、(2)の分析から導かれるPCIプログラム
は、(1)のPCI実践へ随時フィードバックする。 
 
４．研究成果 
 CC と精神医療現場の人々が相互の〈やりと
り〉を多相化することを通じて、参与者全員
が共に障害や困難に向き合える開かれた関係
性を再構築することを試みた。多相的コミュ
ニケーションの実践として以下の PCI プログ
ラムを行った。 
(1) 多声化： 
[実践 1] リエゾンカンファレンス:精神科
医・看護師・理学療法士・作業療法士などで
「気になった出来事」に関するケーススタデ
ィを行い問題を共有・対応策を検討した。こ
れを通じて、それぞれの立場からのみ見えて
いた問題の本質を相互に共有し、今後の関わ
り方の指針を見出すことになった。 
[実践2] ケアコンソーシアム: 複数の近隣施
設どうしの精神科医・看護師・言語聴覚士・
施設主任等が集い、複数施設に関わる利用者
のケーススタディを行った。この結果、一施
設の中の問題として扱われてきたものが、利
用者を取り巻くすべての環境の問題として取
り扱えるようになった。 
 実践1と2については定期的に会合を開き、
現在も継続的に行っている。これらの会を通
じて、医療スタッフや福祉施設スタッフが、
互いに利用者に対して抱いていた悩みが緩和
され、施設間の連携が高まってきている。 
 
(2)多重化： 
[実践 3] 着物セラピー: CCを講師として着物
の着付け講習会を行った。これは、患者や介
護者という役割以外で CC がコミュニケーシ
ョンに参加する経験となった。 
[実践 4] 『イイトコサガシ』ワークショップ: 
CCと一般参加者が交互に様々な会話やスピー
チを行い、互いのイイトコロを探す。ワーク
ショップに同等の立場で参加することにより、

会話やコミュニケーションに自信をもち、他
者と対等に話せるようになったとの声が多い。 
[実践5] 就労模擬面接: 就職面談の専門家を
面接官、CC を就労希望者とした就職模擬面接
を行う。就労者という役割を体験した。 
  
 これらの実践を通じて、CC を取り巻く精神
医療現場の人々が〈治療者−被治療者〉〈介護
者−被介護者〉といった限定された関係性を超
えて、多様かつ根源的な生を「共に」生きる
ことを可能にするコミュニケーション環境の
一端を開いた。さらに、治療者や介護者間の
コミュニケーションの機会を開くことにより、
看護師や作業療法士がひとりで悩みがちな患
者や利用者との関係性をメタ認知的な視点か
ら多元的に捉え直すことを可能にし、施設内
に閉じられていた問題を開放する PCI プログ
ラムを展開することができた。 
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